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春の祭典

11/12（Web）– 11/16（Sun）
東京芸術劇場 プレイハウス
Tokyo Metropolitan Theatre, Playhouse

白神ももこ（演出・振付）×毛利悠子（美術）×宮内康乃（音楽）

The Rite of Spring
Momoko Shiraga (Direction, Choreography) + 
Yuko Mohri (Stage Design) + 
Yasuno Miyauchi (Music) [Japan]

© Masumi Kawamura
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　いったいどこからこのような力が生み出されてく
るのか。ロシア人の音楽家ストラヴィンスキーが
作曲したバレエ『春の祭典』（1913年、パリ初演）を
観た人の多くがそう問い、身のうちに呼び起こされ
た自らの感動をそのように伝えてきた。このダン
ス／バレエが生み出す爆発的な力は、ロシアでは
自然の本源的な力、スチヒーヤと呼ばれるものだ。
それは谷間を吹きすさぶ風のように、われわれを
内側からも突き動かす何ものかであり、人間の生
命力の根源にあるものとされている。『春の祭典』
において、われわれ観客はその力の具現化された
姿に接し、それと共振するのである。『春の祭典』
の魅力がそこにあることは間違いない。
　しかし、ここで演じられている祭りが、いつ、つま
り何月何日、何のために、どのような形で行われて
いるのかご存知ですかと問われたとき、あなたはそ
の問いにどこまで答えることが出来るだろうか。

＊
　1986年、国立劇場に、ピナ・バウシュとブッパ
ダール舞踊団の来日公演『春の祭典』を観に行った
私もその儀礼的力に圧倒されてしまったのだが、そ
の数日後、ピナ・バウシュは私に「これは儀礼では
ありません。儀礼についてのダンスなのです」と
語ったのだった。さらに、「ここで重要なのは、犠
牲に捧げられているのが男性ではなく、女性だとい
うことです」と言ったのである。
　私はこれらの言葉に衝撃を受け、『春の祭典』に
ついて改めて調査を開始した。すると、意外な事
実が浮かび上がってきた。それはわれわれがバレ
エ／ダンス『春の祭典』で目撃しているあの儀礼は
ヤリーロの祭りと言って、春を寿ぐ祭りなのではぜ
んぜんなく、スラブで行われている春を葬る祭り
だったということである。つまりこれはたとえば春

の訪れを告げるフィレンツェのウフィツィ美術館に
あるボッティチェリの絵『春（ラ・プリマヴェーラ）』
とは全く異なるシチュエーションを描いた作品だと
いうことになる。このことは作品の制作者たち、た
とえば上演台本を書き、舞台装飾を担当したニコ
ライ・リョーリヒ、パリ公演を組織したセルゲイ・ディ
アギレフ、作曲のストラヴィンスキーらによってはっ
きりと意識されていた。
　1913年の早い時期に（初演は同年の5月29日）、
上演台本を担当したリョーリヒはディアギレフに次
のように書き送った。少し長くなるが部分的に引用
しよう。
　「ストラヴィンスキーとともにわれわれが構想し
たバレエ《Sacre du Printemps》で私が伝えたかっ
たのは、スラブ的な意味での大地の喜びと天界の
勝利の姿です。第1景『大地への口づけ』は、春遊
びのためにスラブの民たちが集まってきた緑した
たる草原のなかの聖なる丘の麓へとわれわれを導
いていきます。ここには魔女たちがいる。略奪結
婚ごっこがあったりもする。そして最後に最も重要
な瞬間がやって来るのです。村から長老が連れて
こられて花咲き乱れはじめる大地に口づけをさせ
られるのです。この秘蹟の時に天才的なニジンス
キーは神秘的な恐怖を素晴らしく様式化して踊っ
たのでした。
　この明るい地上の喜びの後で、つまり、第2景
において、われわれは天上の神秘へと向かうので
す。乙女たちが聖なる丘の禁断の石に取り囲まれ
たなかで聖なる遊戯に耽りながら、偉大なものとさ
れることになる選ばれた犠牲を選ぼうとしているの
です。そして選ばれるその乙女はまさにいま最後
の踊りを踊るのです。そしてこの踊りの目撃者は、
熊の毛皮を羽織った長老たちであり、そこでは熊

ストラヴィンスキー作曲『春の祭典』
─春を葬る祭り
鴻英良（演劇批評家）

は始祖であると考えられていたのです。長老たち
は太陽の神ヤリーロに犠牲を捧げるのです」
改めて問わなければならない。なぜヤリーロに犠
牲として捧げられるのが選ばれた乙女でなければ
ならないのか。そのことを問題化しようとしたのが
ピナ・バウシュだった。『春の祭典』を見るわれわれ
はそのことを考えなければならない。
　私はそのことを考えるためのヒントとなるのでは
ないのかと思えるヤリーロの祭りの実態について
ここで書いておいてみたいと思う。『春の祭典』の
台本を書いたリョーリヒは、1910年の秋、次のよう
に書いている。
　「この新しいバレエが提示するのは古代スラブ
の聖なる夜の一連の光景です……。舞台が始まる
のは夏の夜で、それは日が差し込みはじめる日の
出とともに終わりを迎えるのです。ダンスの振り付
けということで言えば、これはまさに、儀礼的な舞
踊の中に集約されるのです。この作品は、いわゆ
る劇的展開なしに、古代ロシアを呼び起こそうとす
る最初の作品となるでしょう」
　こうしてわれわれはひとつの事実に辿りつこう
としている。実際、これは夏の夜に起こっている
出来事なのである。実は、日にちすら特定できる。
アファナーシエフの『スラブ人の詩的自然観』に詳
しく書かれていることだが、春が去り、夏が来る6
月24日の夜の話なのだ（地域によっては、別の日の
こともあるが、少なくとも、春の訪れを告げる4月
や5月の話ではない）。
　その日の夜、一人の乙女が選ばれ、《春》を体現
するものとして、夏の神《ヤリーロ》に犠牲として
捧げられなければならない。撒いた種が芽を吹く
春、それが実りの秋になるためには夏が来なくては
ならない。そのためには春は葬り去られねばなら

ない。そのための儀礼として行われていたのがヤ
リーロの祭りだったのである。それをモデルとし
て作られた『春の祭典』、この作品のロシア語原タ
イトルは、直訳すると、実は、『聖なるものとされた
春』なのである。なぜ、春が聖なるものとされなけ
ればならないのか。犠牲として捧げられるものとさ
れるためにはそれは聖なるものにされなければな
らないと考える思考があるからだ。
　長老たちが聖なるものとしての春が選ばれると
きを見守るであろう。ここにジェンダー問題を考え
たのがピナ・バウシュであった。春を女性として描
いたボッティチェリを意識していたかどうかは分か
らないが、それを追放する儀礼としてのヤリーロの
祭りを、春を葬り去るための祭りとしてバレエにし
たディアギレフ・バレエの人々が何を考えてこの作
品を作ったのか、このことに肉薄しようとする形で、
『春の祭典』を上演しようという人たちがいるのだ
という。その成果はいかに。本当に楽しみである。
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20世紀の傑作『春の祭典』へのアプローチ

白神　多くの振付家が取り組んできたこの大作は、
自分から一番縁遠いものだと思っていたし、まさか
自分がやることになるとは思っていなかったので、
お話をいただいたときは正直驚きました。でも、
何度も意識していろんな演奏を聴いて、楽譜上で
は複雑に書かれたリズムに対しても、例えば、歌舞
伎や義太夫の「はっ！」「んっ！」「おっ！」という息を
詰めてから足をドンと鳴らす感じとか、一本締めの
「よーっ、ポン！」とか、ああいった日本人の動きか
らでる自然なリズム感でアプローチできるのでは
ないかと思ったんです。
　『春の祭典』の録音は数々ありますが、今回、初
演当時の音色をその当時の楽器で再現したフラン
ソワ＝グザヴィエ・ロト指揮レ・シエクルの演奏を
選んでいます。初演のニジンスキー版の再現映像
（ヴァレリー・ゲルギエフ指揮マリインスキー劇場
管弦楽団＆バレエ団、2008年）を観て、101年前に
パリで初演された当時のことを思うと、やっぱりニ
ジンスキーは悲壮ないけにえの物語を作ろうとし
たのではなくて、楽しくて面白いエンターテインメ

ントを作ろうとしたのではないかと思いました。現
在日本で日常生活を送っている私は、日本の伝統
的な所作や踊りを、まるで外国人がそれを見てい
るかのようにフィクション的に捉えてしまうことが
あります。でも、そのことこそ、ニジンスキーが『春
の祭典』でやった「ロシアの田舎にあったかもしれ
ないお祭りの再構成」と通じるものがあると考え
て、この舞台を「近未来の日本にあるかもしれない
架空のお祭り」として表現したいと思いました。
毛利　クリエーションの初期段階で、白神さんの
「近未来の日本」のイメージが、「都市鉱山」とい
う私の最近のテーマに結びつきました。ゴミとし
て不要になったモノが現在都市に生活する人間に
とっては重要なインフラになっているという現実か
ら、このことをテーマに舞台美術を構成したいと考
えました。私にとって今回が初めての舞台美術へ
の挑戦となるのですが、やはり私も初演の舞台美
術を担った画家ニコライ・リョーリヒと同じく、山を
つくりました。ただ、ユーラシア大陸の緑豊かな
山ではなくて、私の山はゴミの山になったのですが
……（笑）。
宮内　『春の祭典』の音楽は大好きなのですが、今

近未来日本の聖なる一夜　
―いけにえと再生の舞踊
白神ももこ・毛利悠子・宮内康乃  インタビュー

回敢えて事前に聴き込むことはしなかったんです。
この音楽そのものに対して何かすることは考えま
せんでした。それよりも、この作品の根源的なテー
マ、人間と自然界の交信というか、大地から涌き上
がってくるエネルギーによって人間の営みが力強く
あるということを捉えて、それに対して自分なりの
表現をしたいと考えました。

被災地跡と埋め立て地の光景

毛利　舞台に広がる傾斜は、自然界が作り出した
フォルムはないんです。ショベルカーやトラクター
によって作られるなだらかな坂のフォルムで、白神
さんと見学したゴミの埋め立て地（東京23区から集
まる不燃ゴミ、粗大ゴミを処理する中防処理施設）
と、南相馬や石巻の沈下した土地を埋め立てる風
景をイメージしています。
白神　南相馬の津波で流された土地は、原発の危
険区域で、人間が入れないから、まっさらになった
ところに新しく草が茂っていて。その上に船が乗
り上げている光景を見たときに、悲惨なことが起き
たという事実を加味しなければ、私にはそれがとて
も美しい綺麗な場所、ファンタジーような土地に見
えてきました。また、それは埋め立て地の光景と
も似ていたのです。そこでは、土に還らないビニー
ル袋だけがゴミの山の表面に浮き出ていて、花が
咲いているようにはためいていて、想像以上に綺
麗な光景でした。
毛利　舞台は少ない要素で構成された最高に美し
い空間を目指したいと思いました。細部にこだわ
るということは、自分のやりたいことをやるという
ことじゃなくて、腑に落ちることを見極めるという
ことなんです。今回それをやるにはベストな材料
を揃えられたと思います。舞台には4本の街路灯
を配置しています。いわゆる舞台美術の場合、デ
ザイン画をつくって大道具さんにハリボテをつくっ
てもらうということになるかもしれないけれど、こ
こでは本物の使用済みの街路灯を使うことにこだ
わりました。私の場合、実際のゴミを取りに行くプ
ロセス自体が白神さんの演出と繋がっていく気が
したんです。
　で、その街路灯探しにいくのがすごく大変で

……。街路灯を交換する作業はたくさん巷で行わ
れているんだけど、古い街路灯は切られるとすぐに
鉄くず屋さんに売られて、新しい街路灯がすぐに植
えられる。だから持って行かれる前の街路灯を追
いかけないといけない。樹というか、林業というか、
資源というか、それこそ、この作品のいけにえの再
生と循環のイメージです。だから、この舞台での
街路灯は、単に明かりを灯すものとして存在して
いるのではありません。かつて重力に従って生え
ていたはずのものを違うルールで構成することに
よって、資源としてその存在感を出したいんです。
　衣装や小道具の素材にも、使わなくなったペット
ボトルのラベルや、新聞紙、空き缶、廃ケーブルな
どを使っています。ほかにも、舞台や客席にはトイ
レットペーパー、ホーンスピーカーなどを配置して
います。
　また、ホワイエには、舞台設定の概念模型と
して『アーバン・マイニング』（都市［urban］、鉱山
［mine］と、大量のデータを分析する「データ・マイ
ニング」［data mining］の意味を組み合わせた言葉
が作品のタイトルです）を展示しています。ここで
も都市で不要になった街路灯、廃ケーブル、空き
缶約3万個を使用しました。缶の層には電気が流
れていて、風などに揺れてケーブルが触れること
によって、街路灯の電球やミニチュア模型のイルミ
ネーションを光らせる仕組みになっています。  都
市の光の下には、私たちの想像が及ばない廃墟＝
都市鉱山が累々と横たわっているようなことを想
像していただけたらなと思います。

コミュニケーションとしてのお祭りと儀式

白神　作品の準備段階で、毛利さんやスタッフと
一緒に青森の「ねぶた祭り」にハネトとして参加し
ました。伝統的なお祭りでも日本舞踊の先生なん
かが入って洗練された動きに整えられている踊りも
あるのですが、ハネトの場合は、勢いがあって、動
きが単純で、ノリで入っていける雰囲気がいいなと
思って、その感覚を最初のシーンで使っています。
一方で後半はもっと狭いコミュニティで夜な夜な
ひっそりと行われる儀式をイメージしています。最
近佃島の「念仏踊り」や江ノ島の「ささら踊り」にも
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接する機会があって、そういった単純な動きでじっ
くり踊る村の踊りからヒントを得ているかもしれま
せん。あとは、なるべく普段やりそうな単純な動き
から振付けのアイディアを引っ張ってきています。
宮内　音楽をする目的について、自己表現のため
のパフォーマンスではなく、神と繋がるためとか、
別の次元と繋がるためとか、調和や呼吸を合わせ
るためとか、そういうことを思い起こすべきだと私
は思っています。発展した社会のなかではお祭り
や儀式はいらないものとして排除されつつあるけ
れど、やっぱり人間同士関係性を築いてコミュニ
ティを形成するためにもお祭りや儀式は必要だし、
それが表現の原点なのだと思います。だから、近
未来、どんなに荒廃した世界になったとしても、生
物がたとえほんの小さな息づかいであれ、何か信
号を発していて、根源的なコミュニケーションは
失っていない─ということを表現したいと思いま
した。そういう部分でも、無機質な機械であるは
ずなのに生き物のように動いたり、光や音を発信し
たりする毛利さんの作品と、「つむぎね」が発する
生の声の呼応は面白いなと思っています。
白神　毛利さんの作品は、物質的で機械的なのに、
有機的に、新たな自然を作り出しています。そこ
に、もっと土臭くてプリミティヴな宮内さんの「つむ
ぎね」の声を合わせたかったんです。「つむぎね」
は、楽譜に書かれた拍節ではなく、人間の息づか
いが続くところまでとか、声が自然に調和するまで
といったことを、ひとつのサイクルとする時間感覚
で作られています。ですから、ストラヴィンスキー
の作ったリズムと不協和音に対して、別の角度から

合わせられるのではないかと思ったんです。今回の
『春の祭典』の中で、大自然を司っているのが毛利
さんの作品だとすれば、宮内さんの「つむぎね」の
声はそこにある息吹や営みだなと思います。

現代社会における「いけにえ」とは……？

白神　今回の『春の祭典』では、舞台の傾斜の奥
の小高い山が、いけにえと現世の境界になってい
ます。最終的にはみんなが山の向こう側＝「あっ
ちの世界」に行っていけにえになってしまうのだけ
ど、彼らが一夜で「ニュータイプ」として再生されて
「こっち側」に戻ってきます。いらなくなったモノ
が捨てられて、ゴミ処理施設へいって、再生されて
戻ってくるというモノ＝ゴミの循環です。でも実は、
山の「あっち側」は「こっち側」でもあるのかもしれ
ない。そこは楽園かもしれないし、地獄かもしれな
い。近未来、人間が住まなくなった綺麗な土地に、
新しい生物が住み始めて、その土地や食べ物が
本当は汚染されていたとしても、生活を営んでい
る生物たちはそんなことも知らず、祭りもコミュニ
ケーションもあって仲睦まじく暮らしている─とい
う裏表の状況を、私は舞台にしました。もしかする
とそれは、近未来でもなく、今自分が生きている状
況と変わらないのかもしれません。
 （聞き手・構成＝渡邊未帆）

しらが・ももこ
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